
    2020年 8月1日 

社員各位 

    一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

     会長 桂 律也 

2020年度定時社員総会のお知らせ 
拝啓 時下ますますご清祥の事とお慶び申し上げます。 

 さて、本協会の2020 年度定時社員総会を下記の通り開催いたしますのでご案内申し上げます。今年度

は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、会長以下最小限の人数で実施することとし、代議員並

びに正会員の皆様には、原則として、定款第29条及び社員総会規則第6条の規定に基づく、書面による

「議決権行使」又は「委任」での参加とさせていただきたくお願い申し上げます。同封の「議決権行使書」

に議決をご記入いただくか、「委任状」に必要事項をご記入いただき、ご署名又はご記名・ご捺印の上、8

月 21 日（金）必着で同封の返信用封筒を用いて郵送又はＦＡＸにてご返送下さいますようお願い申し上

げます。「議決権行使書」と「委任状」を両方ご提出された場合は、「議決権行使書」を優先いたします。 

総会資料をご確認いただき、ご質問のある方は下記のQR コードか協会ホームページの新着情報に掲載

のURL から専用フォームにアクセスいただくか、電子メールまたはＦＡＸにて、所属と氏名を明記の上、

送信をお願い申し上げます。今回は例年以上に欠席者が多いと予想されるため、委任状を提出される場合

であっても、提案事項にかかるご意見等をお受けいたします。忌憚のないお考え、ご質問をお願い申し上

げます。8 月 21 日到着分まで受付し、ご質問に対するお答えは総会及び協会誌にてお伝えいたします。

その際は、質問者の所属と氏名を公開いたしますのでご了承ください。 

なお、ご来場いただき出席することも可能ですが、人との接触を避け、対人距離を確保するために、今

回は会場への入場者数を30名と制限させていただいています。出席される場合は、事前に下記の専用フ

ォームから事務局までご連絡いただけますようお願い申し上げます。出席者が定員を超える場合には、ご

来場をお控えいただくようお願いすることもございます。また、来場の際は、感染防止へのご配慮（参加

前後の手洗いやアルコール消毒、マスクの着用等）をお願いいたします。このたびの感染症拡大の状況に

鑑み、会員各自で熟慮のうえ慎重に出欠をご判断下さい。 

参加申込み・質問の専用フォーム（協会ホームページの新着情報にURL掲載） 

soukai-q@resja.or.jp／ＦＡＸ：０４５－３５３－８３６５ 

 質問者の個人情報につきましては、総会及び一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の活動にの

み利用し、外部へ情報提供することはありません。  

敬具 

記 

日 時： 2020年8月30 日（日） 13:30～14:30 

場 所： 谷岡学園 梅田サテライトオフィスCURIO-CITY 

 大阪市北区大深町4番20号 グランフロント大阪タワーA（南館）16階 

議 案：  第１号議案 2019年度事業報告（案） 【資料１】 

 第２号議案 2019年度決算報告（案）／監査報告 【資料２】【資料３】 

 第３号議案 2020年度事業計画（案） 【資料４】 

 第４号議案 2020年度収支予算計画（案） 【資料５】 

 第５号議案 代議員選出規則の改定（案） 【資料６】 

    以上 

【お問い合わせ先・議決権行使書または委任状 返送先】 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 事務局（〒235-0033 神奈川県横浜市磯子区杉田2-7-20） 
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第１号議案 2019年度事業報告（案） 【資料１】 P01～ 

 

第２号議案 2019年度決算報告（案）／ 監査報告 【資料２】【資料３】 P12〜 

 

第３号議案 2020年度事業計画（案） 【資料４】 P22～ 

 

第４号議案 2020年度収支予算計画（案） 【資料５】 P32 

 

第５号議案 代議員選出規則の改定 【資料６】 P33 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先・議決権行使書または委任状 返送先】 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 事務局 

〒235-0033 神奈川県横浜市磯子区杉田2-7-20 
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【資料１】 

第１号議案 2019年度事業報告（案） 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会2019年度の経過 

 

2019年度の事業として、第34回リハ工学カンファレンスを8月21日から23日まで札幌市の北海道科

学大学で開催し、230 名の参加者と 99 演題の発表があり、公開講座等を実施しました。福祉機器コンテ

スト2019は7月に一次選考会、8月に二次選考会を開催し、機器部門3件、学生部門3件の受賞作を決

定しました。受賞作は 9 月 25 日から 27 日に東京ビッグサイトで開催された第 46 回国際福祉機器展

（H.C.R.2019）において本協会のブースに展示し、同会場で表彰式が行われ、多くの関係者の注目を集め

ました。受賞作はバリアフリー2020（大阪市）においても展示予定でしたが、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）拡大のため、同展は中止となってしまいました。協会誌はVol.34 No.3からVol.35 No.2ま

で4回発行し、Vol.35 No.1では福祉機器コンテストの報告書も合わせて会員に発送しました。国立研究

開発法人科学技術振興機構（JST）が運営する電子ジャーナル公開プラットフォームであるJ-STAGE にお

ける電子公開も新たに開始しました。 

 分科会・専門委員会関連事業として、SIG関連では全10 SIGの法人内SIG化の検討を進め、2021年度

からの全10 SIGの法人内SIGへの移行を達成するためのロードマップ作成が行われました。地域支部体

制もさらに整備を進めました。災害対策委員会では、復興支援活動の一環として第3回災害対策セミナー

を八王子市いちょう祭りの一部として開催しました。また、大規模災害リバビリテーション支援関連団体

協議会（JRAT）各種委員会に委員を派遣しました。JRATは、4月より一般社団法人となり、日本災害リハ

ビリテーション支援協会（略称はJRATのまま）と名称変更されましたが、当協会も法人JRATの設立時加

盟団体の一員になりました。広報活動としては協会リーフレットの更新を行い、H.C.R.2019 においてブ

ースを設け、本協会の活動をPR すると共に、主催者の主催するイベントに協力いたしました。また、協

会ホームページの充実も図ってきました。 

国際連携推進委員会では、CREATe Asia (Coalition on Rehabilitation Engineering and Assistive 

Technology, Asia)やIAATO（International Alliance of Assistive Technology Organization）なども

国際会議に委員が参加し、国際連携を勧めました。IAATO は、8 月の会議で GAATO（Global Alliance of 

Assistive Technology Organization）と改称され、一定の条件を満たす国・地域の支援技術組織が加盟

できるような一層の国際化を目指す組織となりました。2020 年 6 月には国際法人となり、当協会も設立

時の加盟団体となるとともに、引き続き中央委員会（Steering Committee）のメンバーとして、法人化や

国際連携活動の推進に協力しました。  

 以上のように今年度も多方面にわたる事業を実施して参りましたが、2019 年度中から準備を進めてき

た2020年度事業がCOVID-19拡大の影響で、中止を余儀なくされ、また、理事会開催に支障をきたす事態

となり、Web会議システムによる理事会開催などで対応しました。  

2019 年度より協会会費を値上げさせて頂きました。おかげさまで会費収入は増加し、単年度赤字は解

消されました。しかし、ここ数年の慢性的な会員数低下などにより、楽観視はできない状況です。今後も

本協会を継続及び発展させるため、引き続き会員の皆様のご理解とご協力をお願いする次第です。  

 

会長 桂 律也  
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１．社員・会員 

１−１. 法人社員・会員 

  2019年7月1日  正会員 651名（うち社員（代議員）83名）、学生会員 9名、 

           賛助会員数 19社（59口） 

  2020年6月30日 正会員 650名（うち社員（代議員）77名）、学生会員 10名、 

           賛助会員数 18社（56口） 

 

２．事業  

 本協会の主たる事業は、リハ工学カンファレンスの開催、福祉機器コンテストの実施、協会誌の発行、

SIG活動及び委員会活動である。以下に、各事業の2019年度の活動を報告する。 

２－１．リハ工学カンファレンス関連（担当理事：剣持悟・鈴木太） 

１）第34回リハ工学カンファレンス開催 

  第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろを開催した。 

  ・会期：2019年8月21日（水）～23日（金） 

  ・会場：北海道科学大学（北海道札幌市） 

  ・大会テーマ：リハ工学と看護・介護 

  ・大会長：桂 律也氏（三草会クラーク病院リハビリテーションセンター長） 

  ・実行委員長：早川康之氏（北海道科学大学保健医療学部義肢装具学科教授） 

  ・参加者：230名（うち有料参加者213名） 

  ・演題数：99（一般口演76、学生口演3、当事者4、インタラクティブ15、学生インタラクティブ1） 

  ・市民公開講座：1、大会長特別企画：5、学生特別企画：3、支部セッション：6 

２）第35回リハ工学カンファレンス準備 

  ・会期：2020年10月24日（土）～26日（月）を予定していたが、2021年秋に延期 

  ・会場：西日本総合展示場，AIM3F会議室 

  ・大会長：繁成 剛氏 （長野大学社会福祉学部社会福祉学科教授） 

  ・実行委員長：中村詩子氏（北九州市立総合療育センター） 

  ・実行委員会の打ち合わせ（主にWeb会議システムによる）に参加（8月5日、2月5日、2月25日、

4月2日、5月15日） 

  ・大会テーマは「ライフスタイルの新陳代謝－多様性と持続可能性を意識して－」となった 

  ・COVID-19拡大の影響で演題募集を延期し、その後、理事会の決定を受けて、延期を決定 

  ・延期の日程は2021年9月24日（金）から26日（日）で検討中。タイムテーブルも再検討 

  ・特別講演講師の熊谷晋一郎氏は延期日程での講演を承諾済み 

  ・交流を伴う催しはそのまま開催することが難しいので、代替案を検討していく 

３）第36回リハ工学カンファレンス準備 

  ・中部支部での開催を検討していたが、難航しており、中国・四国支部にも打診を行っていた 

  ・しかしながら第35回大会が延期となり、一旦保留としている 

４）今後のカンファレンスのあり方を検討する 

  ・地方におけるカンファレンスのあり方について、ヒアリングを行った 

  ・理事会前後の調整会議の場で議論を進めている 

  ・COVID-19 拡大の影響により、今まで通りの開催方式が通用しなくなってきており、オンライン参

加、オンデマンド配信、遠隔地からの発表機会の確保などと合わせて検討中 
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２－２．福祉機器コンテスト関連（担当理事：村田知之） 

１）福祉機器コンテスト2019 

・第一次選考会 2019年7月6日（土） 応募19作品の書類・ビデオ審査 

於：横浜市スポーツ医科学センター 

・第二次選考会の開催 2019年8月22日（木） 

   機器開発部門：プレゼンテーション審査、 学生部門：書類・ビデオ審査 

   於：第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろ会場内（北海道科学大学） 

・発表：H.C.R.2019協会ブース内（2019年9月25日～27日） 

・表彰：2019年9月27日 14:00～15:30 於：東京ビッグサイト 会議棟 

・展示、広報： 第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろ 2019年8月21日（水）～23日（金） 

 （一次選考会通過作品の実物展示） 

 H.C.R.2019（東京）2019年9月25日（水）～27日（金） 

２）福祉機器コンテスト2020  

  ・福祉機器コンテスト2020事務局の設置（2020年3月1日～） 

  ・選考委員会の設置（2019年4月1日～） 

  ・福祉機器コンテスト2020中止の決定（2020年4月21日） 

   ※COVID-19拡大の影響によるもの 

 

２－３．協会誌関連（担当理事：石濱裕規） 

１）編集委員会の開催 

・第2回編集委員会（2019年7月7日、新横浜にて開催、参加11名 うちWeb会議参加2名）。新規

編集委員2名追認、編集委員長の継続承認（第54回理事会次第）を報告 

・第3回編集委員会・第3回投稿規定検討委員会（2019年10月13日予定）は台風のため延期とし、

Chatwork上電磁的手段により開催した（2019年12月14日） 

・第4回編集委員会・第3回投稿規定検討委員会を開催した（新横浜 2020年1月11～12日） 

・2020年度第1回編集委員会を電磁的手段により開催した（2020年4月11日） 

・新規編集委員公募を協会HP、会員メーリングリスト配信、協会誌上にて進め、第62回理事会に新規

編集委員4名の追認、および編集委員体制の変更を起案し、承認された 

２）協会誌発行 

  以下を発刊した。 

・vol.34 No.3 2019年8月 特集「障害者スポーツの未来と挑戦し続けるアスリートを取り巻く環境」 

・vol.34 No.4 2019 年 11 月 特集「サイエンスを民主化せよ -インクルーシブデザインラボをめ

ざして-」 

・vol.35 No.1 2020年2月 特集「自分らしく暮らしたい」を発刊した（福祉機器コンテスト2019

結果報告書合本） 

・vol.35 No.2 2020年5月 特集「ものづくり新時代 －3Dプリンタの現在と未来－」 

以下の協会誌を発行予定につき準備を進めた。 

・vol.35 No.3 2020年8月  特集「新型コロナウイルスへの対応（仮）」 

・Vol.35 No.3に関して、特集記事は掲載しない（特集担当を設けない）掲載内容は「協会からのお

知らせ」「投稿論文」、また可能であれば、編集委員会作成による記事の掲載とし編集委員会から、

外部への執筆依頼を行わない形での発行とした 
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・vol.35 No.4 2020年11月 特集[障害と働き方(仮）」 

・vol.36 No.1 2021年2月 特集「新しいリハビリテーション領域と機器」 

３）投稿論文（査読依頼） 

・2019年度の新規投稿4件 うち掲載予定1件、再査読2件、掲載不可1件 

・これまでの投稿規定検討委員会での検討から、改定案の準備、編集委員会内アンケートを電磁的に

進めた 

・第62回理事会にて、査読委員会の新設を再起案し、承認された 

４）協会誌の段階的電子化 

・2019年度は計8号(Vol.32 No.3～Vol.34 No.2）を電子公開した 

・協会誌号にて、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が運営する電子ジャーナル公開プラッ

トフォームであるJ-STAGEにおける電子公開をVol.34 No.4にて会員に案内した 

・第62回理事会にて、J-STAGEからの「コロナ感染対応支援策につきまして（要請）」への対応、な

らびに協会誌のアクセシビリティー向上のため、協会誌J-STAGE公開時期・形態の見直しを起案し

た。理事会審議の結果、特集・連載等は認証制、論文等投稿記事はオープンアクセス化し、共に最

新号より登載することが承認された 

・協会誌Vol.34 No.3～Vol.35 No.2のJ-STAGE上公開準備、および直近号の報告記事協会HP更新準

備を進めた（2020年7月1日付更新） 

５）その他 

・Vol.35 No.2 執筆者より、勤務宛（大学）の住所への郵便物受け取りができない現状を踏まえて、

協会誌記事著者連絡先フォームの見直し、およびデジタルシフトを求めるご意見があった 

・Vol.34 No.4ご寄稿のCooper氏よりの"it would be wonderful to have widely distributed."と

いうご意見があり、協会誌発刊・公開形態は継続検討中である 

 

２－４．分科会・専門委員会（担当理事：谷口公友・植田瑞昌） 

１）SIG活動支援（分科会（SIG）担当理事：谷口公友） 

・現在ある10 SIG の活動を支援するために、協会誌やホームページへの講習会等の情報掲載と書式

の整備、各種展示会における案内チラシの配布を行った 

・カンファレンス時にSIG代表者会議を開き、情報共有の場を設けた 

・当法人が企画・参画・運営する事業（講習会やコンテスト、協会誌の査読、リハ工学カンファレン

スなど）に際してSIGからの協力を得て実施した 

・協会誌への SIG イベント告知を掲載予定であったが、COVID-19 拡大の影響により、イベント自体

が中止となり、掲載に至らなかった 

・2019年度のSIG代表者会議を受けて、全10 SIGが法人内SIGとなるように各種条件の整理を行い、

法人外SIGの法人内SIGへの移行を順次進めていく予定であったが、COVID-19 拡大等の影響から、

2020年7月からの法人内SIG化は実現できなかった。今後、法人内SIG化を1年延長し、2021年7

月からの法人内SIG化の準備を進めていく説明を、Web会議システムで開催したSIG代表者会議にて

報告した 

２）支部への活動支援（分科会(支部）・専門委員会担当理事：植田瑞昌） 

・全国6支部の設置が完了し、各地域での活動を支援すべく協会誌等にて情報発信を行った 

・支部の活動支援を目的に、リハ工学カンファレンス時に支部セッションを開催、全国の各支部会員

の情報交換の場を設けた 
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・支部規定を一部改訂し、支部長の任期を設け、委嘱手続きを遂行する準備を行った 

・円滑な支部活動のための活動費配分に関しては、COVID-19 拡大の影響もあり検討中となった。その

ため、支部代表者会議をWeb会議システムで行い、支部活動費の配分に関して各支部の希望と状況の

確認を行った 

・イベント等の中止に伴い今後の活動への支援の検討を行った 

３）災害対策委員会の運営（分科会(支部）・専門委員会担当理事：植田瑞昌） 

・2020 年 6月末をもって4年の任期を終了するため、今後の活動及び事業委員会（常設化）とする

必要性について検討を行った 

・JRATの各種委員会（戦略会議、広報委員会、研修企画委員会）へ委員の派遣を行い、JRAT加盟各団

体との協力関係の構築および JRAT 内における当協会の役割の精査を行った。また委員会内でメーリ

ングリストにて情報共有を行った 

・JRAT法人化に伴う、加盟継続の可否について検討を行い、最終的に理事会で加盟継続が決議された 

・2018年度の協賛企業・団体に対し、2018年度災害対策委員会事業報告書を作成・発送した 

・2019年度（一社）日本福祉用具・生活支援用具協会（JASPA）災害復興車椅子メンテナンスに協力

した 

４）災害対策セミナーの開催（分科会(支部）・専門委員会担当理事：植田瑞昌） 

・災害対策委員会の活動の１つとして、第3回災害対策リハ工学セミナーの企画運営を行った 

・本事業は第40回八王子いちょう祭りの一部として、2019年11月16日〜17日にイーアス高尾（八

王子市）にて開催した 

・開催内容として11月16日〜17日に災害に対応したグッズ等の展示。11月16日にはセミナー「災

害時の福祉機器・生活支援技術を学び合う」（繁成剛氏（東洋大学/当協会顧問））を実施した 

 

 2019年度SIG活動報告 期間：2019年7月～2020年6月 ※SIG会員数（協会員数）は2019年6月1日現在 

SIG 姿勢保持 https://www.resja.or.jp/posi-sig/ 会員数：144名（36名） 

代表者：繁成剛(長野大学)  事務局長：児玉真一(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・リハ工学協会事業への協力 

・講習会開催：実施完了 日程：2019年9月7日（土）～8日（日） 会場：山西福祉記念会館（大阪） 

・第３回災害対策リハ工学セミナーへの参加 日程：2019年11月16日（土）〜17日（日） 

会場：イーアス高尾（八王子市）強化段ボール製品の展示とワークショップ 

・役員会の開催： 日程：2020年1月13日 Web会議（司会：横浜市総合リハビリテーションセンター） 

・書籍（小児から高齢者までの姿勢保持・第２版）や資料集PDF版の販売 

車いすSIG https://www.resja.or.jp/wc-sig/ 会員数：95名（42名） 

代表者：沖川悦三(神奈川県総合リハビリテーションセンター) 事務局長：深野栄子 

・講習会開催：義肢装具SIGとの合同特別講習会 日程：2019年8月24日 会場：北海道科学大学 HITプラザ（札幌市） 

・WEBサイト運営、分科会(BOG)活動、大規模災害復興支援、協会事業への協力 他 

自助具SIG  会員数：9名（9名） 

代表者：岡田英志（ヒューマン） 事務局長：岡田英志（ヒューマン）     

・貸し出し用自助具箱の完成（貸出１件 西九州大学） 

・Facebookを利用した情報発信 

乗り物SIG https://ameblo.jp/sunrisejp007/ 会員数：5名（5名） 

代表者：岩﨑満男(株式会社ファーストウェルフェア)             事務局長：増子千景(WILD GATE)  

・組織変更について（代表者を岩﨑→麩澤孝氏に交代、事務局を増子→片石任氏に交代） 

SIG 褥そう防止装置 https://www.resja.or.jp/sig-pmps/ 会員数：20名（20名） 

代表者：新妻淳子(国立リハセンター研究所) 事務局長：河合俊宏(埼玉県総合リハビリテーションセンター)  

・HPの更新、褥瘡学会との連携（委員派遣・セミナーの後援） 

・COVID-19対応指針作成・遠隔支援 

コミュニケーションSIG https://www.resja.or.jp/com-sig/ 会員数：67名（20名） 

代表者：渡辺崇史（日本福祉大学） 事務局長：上野忠浩(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・Comsigメンバーメーリングリストの再構築 
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SIG 住まいづくり https://www.resja.or.jp/sumai-sig/ 会員数：107名（60名） 

代表者：橋本美芽（首都大学東京） 事務局長：鈴木基恵(横浜市総合リハビリテーションセンター)  

・WEBサイトリニューアル検討 

特別支援教育SIG  会員数：5名（5名） 

代表者：松田靖史（川村義肢株式会社）  事務局長：高原光恵(鳴門教育大学) 

・リハ工学協会事業への協力 

・特別支援関連事例の収集 

移乗機器SIG http://www.reha.kobegakuin.ac.jp/~hp-reha/transfer/index.html 会員数：138名（23名） 

代表者：古田恒輔（神戸学院大学） 事務局長：青木久美子（宇部記念病院訪問リハビリテーション） 

・役員会の開催 

義肢装具SIG https://www.resja.or.jp/po-sig/ 会員数：115名（32名） 

代表者：笹川友彦（熊本総合医療リハビリテーション学院 義肢装具学科) 事務局長：砂野義信  

・講習会開催：車いすSIGとの合同特別講習会 日程：2019年8月24日 会場：北海道科学大学 HITプラザ（札幌市） 

・WEBサイト運営 

注：）各支部活動報告は別紙参照 

 

２－５．企画推進事業（事業統括担当理事：中村俊哉） 

協会の広報活動及び会員獲得に向けたPR 活動、公益活動のために以下の展示会出展及び出展社セミナ

ー等の開催を行った。 

１）広報活動強化 

・H.C.R.2019（於：東京ビッグサイト（東京））にてブース出展を行った 

・バリアフリー2020（於：インテックス大阪（大阪））の出展準備を行ったが、COVID-19拡大の影響

により展示会が中止となった 

２）セミナー開催 

・H.C.R.2019 において、出展者プレゼンテーション「電動車いすでどこでも行こう！～ローカル線

を乗り鉄旅～」（講師：麸澤孝氏、9月25日（水））を企画・開催した 

・バリアフリー2020 において、バリアフリー・ワークショップを企画中であったが、COVID-19 拡大

の影響により中止となった 

・第9回合同シンポジウムを計画中であったが、COVID-19拡大の影響により中止した 

３）災害対策委員会に関する講習会の開催 

・第3回災害対策リハ工学セミナー（2019年11月16日(土）〜17日（日））於：イーアス高尾（八

王子市）を第 40 回八王子いちょう祭り内において、災害対策委員会、関東・甲信越支部の協力の

下企画、開催した 

４）情報保障の推進 

リハ工学カンファレンスin さっぽろ、その他シンポジウム等の事業での実施はなかったが、今後

に向けて方法等の検討を進めていく。 

 

２－６．国際関連の事業（担当理事：森田千晶） 

１）国際関連団体との相互協定に基づく交流 

・AAATE 2019 in Bologna, Italy.（2019年8月27日～30日）General Assembly of IAATO – initial 

meeting 2 に国際連携推進委員の井上剛伸氏（国立障害者リハビリテーションセンター）、CREATe 

Asia会議に国際連携推進委員の相良二朗氏（神戸芸術工科大学）が参加 

・GReAT Consultation 2019（2019年8月22日～23日）ジュネーブで開催された会議に井上委員が

出席 

・第17回国際義肢装具協会世界大会（神戸）のWHOシンポジウム-Assistive Technologies for Ageing 

Society-（2019年10月6日）に井上委員をシンポジストとして推薦 
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・ISPO2019の協会誌への学会報告を会員の河合俊宏氏に原稿依頼し掲載 

・GAATO ボードミーティング（オンライン）（2019年10月22日）井上委員より経過報告 

・ボローニャ宣言を翻訳し、「日本語最終版」として、協会HPおよび協会誌35-1号に掲載した 

・GAATO法人化に伴い、RESJAの参加継続と、それに伴う法人登録料金（分担拠出金）1,000スイスフ

ランの拠出および年会費500スイスフランについて検討し、理事会で参加継続が決議された 

・6月24日GAATO法人設立総会がオンラインで行われ、井上委員が代表として参加した 

２）国際連携推進委員会の委員再任 

・井上氏、井村氏、相良氏、繁成氏に委員依頼し承諾を得た 

３）協会HPの広報 

・ボローニャ宣言和訳掲載予定 

・北米リハビリテーション工学協会（RESNA）が公開した「車椅子・支援機器ユーザーのみなさまへ 

COVID19の予防」を和訳し、協会HP、Facebookで公開した 

 

３．総務  

３－１．規則・選挙（担当理事：水澤二郎） 

１）2019年度役員候補者選挙 

・2019年度役員候補者選挙を行った 

・次回の代議員選挙ならびに役員候補者選挙へ向けて「電子投票システム」導入の具体的検討を推し

進め、「代議員選出規則」の改定準備を進めた 

２）規程の整備 

・協会事業活動の発展、拡大化に伴う事務局業務の負担増の懸念に対し、事務局運営体制の変更を目

的とし、「事務局設置規則」の改定を行った 

 

３－２．財務（担当理事：岡野善記） 

１）法人会計の管理 

・2018年度決算報告（案）の作成 

・2019年度決算報告の準備 

・2020年度予算（案）の作成 

・四半期決算の実施 

２）分科会・支部の連結決算の準備 

・現状の把握 

・会計システムの構築 

 

３－３．総会･理事会等会議開催（担当理事：江原喜人） 

１）2019年度定時社員総会を開催 

  ・2019年8月22日12:20～13:20、北海道科学大学4階E405教室（第34回リハ工学カンファレンス

inさっぽろ 第4会場）において定時社員総会を開催した 

２）2019年度第1回（通算第55回）～第9回（通算第63回）理事会の開催 

・2019年7月21日、8月23日、10月14日、12月8日に理事会を開催した。COVID-19拡大の影響に

より2020年3月以降、対面による理事会開催を中止したことに伴い、2020年3月および4月に電磁

的手段による理事会、2020年5月22日および6月7日、7月6日にWeb会議システムによる理事会
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を開催した 

 

３－４．広報・渉外（担当理事：杉本昌子・鈴木太） 

１）WEB管理委員会活動 

・HP更新、FAQ作成 

・会員メーリングリスト配信14件 

・Freeメーリングリスト配信57件 

・Facebook投稿10件 

・Googleアカウント使用実績なし 

２）協会リーフレット更新 

・第２期に実施 

３）オンラインストレージの利用 

・Drivee導入後、サービス終了のためXdriveに切り替え 

 

４．事務局（事務局統括理事：水澤二郎） 

１）事務局運営 

・法人としての事務局を運営し、法人会計の更なる整備を進めた 

２）展示会出展における広報活動を行った 

３）Chatworkを利用して理事会運営の効率化を図った 

 

５．後援・協賛事業 

 2019年度は以下の事業の後援・協賛を行った。  

No.  団体名 開催日程 内容 

1 協賛 バイオメカニズム学会 2019年7月5日～7日 第26回バイオメカニズム・シンポジ

ウム 

2 後援 福祉用具プランナー研究ネ

ットワーク 

2019年7月21日 プラネット第５回研究大会 

3 後援 社会福祉法人横浜市リハビ

リテーション事業団 

2019年7月26日～27日 第18回ヨコハマ・ヒューマン＆テク

ノランド 

4 後援 一般社団法人日本福祉のま

ちづくり学会 

2019年8月8日～9日 日本福祉のまちづくり学会 第22回

全国大会 

5 後援 SENSの会福岡支部会北九州

地区継続研究会 

2019年8月10日 第11回子どもが｢わかる｣｢できる｣

教材作成ワークショップ 

6 後援 特定非営利活動法人 医療

ネットワーク支援センター 

2019年9月～2020年3月 第7回ウェルフェアデザインコンテ

スト 

7 協賛 特定非営利活動法人 ヒュ

ーマンインタフェース学会 

2019年9月2日～5日 ヒューマンインタフェースシンポ

ジウム2019 

8 後援 一般社団法人日本作業療法

士協会 

2019年9月6日～8日 第53回日本作業療法学会 

9 協賛 一般社団法人日本機械学 2019年9月12日～14日 LIFE2019 
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会、一般社団法人ライフサ

ポート学会、一般社団法人

日本生活支援工学会 

10 後援 一般社団法人ナンフェス 2019年9月23日 ウォーク＆ランフェスタ2019 

11 後援 国際義肢装具協会 日本支

部 

2019年10月5日～8日 第17回国際義肢装具協会世界大会

（ISPO2019神戸世界大会） 

12 後援 日本身体障害者補助犬学会 2019年10月5日～6日 日本身体障害者補助犬学会第12回

学術大会 

13 後援 NPO法人ケアリフォームシ

ステム研究会 

2019年10月11日 ケアリフォームシステム研究会 

全国大会in千葉 

14 協賛 西日本国際福祉機器展実行

委員会 

2019年11月14日～16日 P.P.C.2019第21回西日本国際福祉

機器展 

15 後援 特定非営利活動法人日本シ

ーティング・コンサルタン

ト協会 

2019年11月23日～24日 第15回日本シーティング・シンポジ

ウム 

16 協賛 バイオメカニズム学会 2019年11月30日～12月1日 第40回バイオメカニズム学術講演

会 

17 後援 介助犬のひろば実行委員会 2019年12月1日～3日 介助犬のひろばin北河内2019 

18 協賛 感覚代行研究会 2019年12月2日～3日 第45回（2019年）感覚代行シンポジ

ウム 

19 協賛 公益社団法人計測自動制御

学会 

2019年12月12日～14日 第20回SICEシステムインテグレー

ション部門講演会 

20 協力 東京大学先端科学技術研究

センター 

2020年1月9日～10日 インクルーシブ・デザイン・ラボ プ

ロジェクト キックオフシンポジウ

ム 

21 後援 特定非営利活動法人 バイ

オフィリア リハビリテー

ション学会 

2020年2月10日～11日 第23回バイオフィリアリハビリテ

ーション学会大会 

22 後援 日本チェアスキー協会 2020年2月21日～23日 障害者スキー普及講習会 第41回

日本チェアスキー大会  

23 協力 経済産業省製造産業局 2020年3月2日～8月31日 第9回ロボット大賞 

 下線は新規事業 
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【別紙】 

◆支部の2019年度活動報告◆ 

 

◇東日本支部 

１．事業概要 

東日本支部は、組織作りができないまま経過しており、協会誌等でお手伝いいただける会員を呼びかけ

てはいるものの、現状では支部役員も決まっていない状態である。さっぽろカンファレンス時の支部ミー

ティングに期待したが、北海道地区の3名しか参加されず、具体的な話が出来なかった。 

２．事業内容 

第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろに東日本支部として開催協力を行った。 

 

◇関東・甲信越支部 

１．事業概要 

関東・甲信越支部では、H.C.R.2019や第40回八王子いちょう祭りにおいて、リハ工学協会ブースの運

営と付随するセミナー等の運営を補助、そしてリハ工学カンファレンスにおける支部セッションによる関

東・甲信越支部の活動報告等を通じて、リハビリテーション工学に関わる研究や情報の普及・啓発を図っ

た。 

２．主要事業 

１）協会事業への協力 

①2019年8月22日（木）、第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろにおける支部セッションの

運営 

②2019年9月25日（水）～27日（金）、H.C.R.2019のリハ工学協会ブース運営補助および出展社セ

ミナーの運営補助 

③2019年11月16日（土）～17日（日）第40回八王子いちょう祭りのリハ工学協会ブースの運営補

助および第3回災害対策リハ工学セミナーの運営補助 

 

◇中部支部 

１．事業概要 

中部支部は、支部圏域が東海地区と北陸地区へと広域であることから、今後の活動の方法やミーティン

グの持ち方について検討を行った。 

２．主要事業 

今年度については特に実施しなかった。 

３．その他 

１）支部ミーティングの開催 

 2019年8月22日（木）、第34回リハ工学カンファレンス in さっぽろにて行った。地理的に広域であ

ることから、全体で集まるのは大変なので、東海、北陸の各ブロックで活動の機会を1回は開催したらど

うか（支部としては2回／年)。企画例として、福祉用具開発メーカー、福祉用具の評価・普及に関する

施設や研究期間(大学も含む)等の見学および意見交換会の実施などについて、検討した。 

 

◇関西支部 

１．事業概要 
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全国頸髄損傷者連絡会とリハ工学協会が協力し実施している、頸髄損傷者の実態調査の企画およびアン

ケートへの参画を行った。その中間報告会を2020 年度関西支部協力の下実施予定であったが、COVID-19

拡大の影響により中止となった。同様にバリアフリー2020 リハ工学協会のブース運営協力や支部役員会

についても中止となった。 

２・主要事業 

１）支部セミナー等の開催 

頸損実態調査の中間報告会への協力を予定していたが、COVID-19の影響により中止となった。 

２）バリアフリー2020ブース運営および出展社セミナーの開催 

COVID-19拡大の影響により展示会が中止となった。 

 

◇中国・四国支部 

１.事業概要 

支部圏域が広く、ミーティングを持つことそのものが厳しく、LINE などを用いて種々、事業の打ち合

わせを図ってきた。4月に合同シンポジウムを実施したことで、そのテーマを中四国で普及をしていきた

いと考え、主要事業とした。 

２.主要事業 

１）こうち福祉機器展におけるシンポジウムの実施 

2019年7月13日（土）、合同シンポジウムを実施した。機器展での講師を務める、滋賀医科大学垰

田准教授、日本ノーリフト協会代表保田淳子氏にもゲスト参加をしていただき、必要性をさらに実感

した。 

２）第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろに参画 

テーマ：大会長特別企画 リハ工学と看護・介護 持ち上げない介護 

３．その他：支部ミーティングの開催 

2019年8月22日（木）、第34回リハ工学カンファレンスinさっぽろにて3役での会議を行い、今後

の支部活動についての意見交換を行った。この取り組みを中国・四国支部の主要事業と位置づけ活動を実

施することを確定した。 

 

◇九州支部 

１．事業概要 

九州支部では、2019 年度支部オフラインミーティングを開催し、リハビリテーション工学に関わる研

究や情報の普及・啓発を図った。 

２．主要事業 

１）オフラインミーティングの開催 

第21回西日本国際福祉機器展でのオフラインミーティング 

開催日：2019年11月14日（木） 10:00～17:00 

場所：西日本総合展示場 新館（北九州市小倉北区浅野3-8-1） 

※RESJA の旗を掲げ、各ブースを巡回して出展社スタッフや来場者と共に展示品についてのディスカ

ッションや、福祉用具に関わる話題提供、情報交換等を行った 

３．その他 

１）支部役員会の開催 

役員会は適宜、メーリングリストを活用して電磁的に行った。  
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【資料２】 

第２号議案 2019度決算報告（案）／監査報告 

 

「決算報告書」（貸借対照表、損益計算書、販売費・一般管理費内訳書）及び補助資料として「比較決算

報告書」（貸借対照表、損益計算書、販売費・一般管理費内訳書）をご覧下さい。 
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【資料３】 

2019年度監査報告 

 

2020年(令和2年)７月23日 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

会長 桂  律 也 様 

 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会 

2019年度(令和元年度)監査報告書 

 

私たち監事は、当協会定款第60条の規定に基づき2019事業年度(2019年7月1日より2020年6月30日まで)の

監査を実施したので、その方法および結果について以下の通り報告します。 

 

１． 監査の方法および内容 

 各監事は、理事および事務局長と意思疎通を図り、理事会の他、重要な会議や主催事業に出席し、事業報告を受け

るとともに会計帳簿ならびに決算書類につき閲覧調査しました。 

 

２． 監査結果 

1)   業務執行状況について監査した結果、理事の職務は法令および当会の諸規定に則り執行され、総会の決議した

年間事業のうち新型コロナウイルスの影響で延期を余儀なくされたイベントを除き順調に実施されていたもの

と認めます。 

2)   決算報告書、証拠書類等について監査した結果、本会の財産は適正に管理されていたものと認めます。 

 

３． 付帯意見 

1)   単年度黒字となりましたが、第34回リハ工学カンファレンスの余剰金のほか、新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、一部理事会等をオンライン形式に移行したこと、また、一部イベントの予算が未執行になったこ

とが主たる要因です。昨年度総会の会費値上げ議決による影響がどの程度なのか見極めは簡単ではありません。

会費収入は増加しましたが、会費値上げのトータルの影響は2020事業年度でしっかり見る必要があります。 

2)   新入会員の少なさには危機感を持って対処願いたいと考えます。主要な新会員獲得機会であるリハ工学カンフ

ァレンス(第 35 回)の１年延期で期末近くの新入会員が減少したことによると推察されますが、ウィズコロナ・

ポストコロナ時代にあっても、協会の存続そして発展のために一定数の新入会員が必要なことは言うまでもあり

ません。 

3)   地域支部や内部化が完了する SIG の活動がさらに活発になるよう、多くの会員の積極的な参画に期待すると

ともに、担当理事や事務局だけでなく理事会全体でより一層のサポートがなされるよう希望します。 

 4)   新しい財務システムにより協会の事業継続性に好影響が出てきつつあると考えます。さらに強固な事業継続性

を確立するため、事務局体制の強化についても引き続きご検討願います。 

 

監事  伊藤 和幸  (印) 

監事  赤澤 康史 (印) 
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【資料４】 

第３号議案 2020事業計画（案） 

 

一般社団法人日本リハビリテーション工学協会2020年度事業方針 

 

2020 年度の事業計画について、COVID-19 拡大の影響により通常と異なる特別な対応をとらざるを得な

い状況になっています。既にご案内の通り、10月に北九州市での開催が予定されていた第35回リハ工学

カンファレンスは2021年度への延期が決まり、福祉機器コンテスト2020は中止となりました。協会誌は、

例年通り年4回発行する計画でおりますが、8月発行のVol.35 No.3は、特集内容の変更を余儀なくされ

ています。例年、当協会のブースを出展していた第47 回国際福祉機器展（H.C.R.2020）も中止となり、

これまで後援・協賛していた各種イベントも多くが中止や延期となっています。 

全国的な事業展開が難しい状況が続く中、分科会活動として、地域支部が積極的に活動を行えるよう、

支援していく予定です。同様に、SIG活動の活性化も図っていく予定です。2021年度はじめから全10 SIG

が法人内SIGとなるよう各SIGと協議・支援していく予定です。災害対策委員会では、災害対策を協会の

事業とする方向で検討していただいています。法人化された日本災害リハビリテーション支援協会(JRAT)

については、当協会も加盟団体として、引き続き各種委員会に委員を派遣し、関連団体と協力しながら被

災地の支援及び、今後起こりうる災害に対して平時活動を含めた支援活動を実施する予定です。 

他団体との連携として、全国頸髄損傷者連絡会と共同で実態調査を行い、今年度はその中間報告を行う

とともに、「頸損解体新書2020」として年度中の発行を計画しています。 

国際連携推進委員会では、国際法人化されたGAATOの中央委員会のメンバーとして今後の国際連携活動

をさらに推進していくとともに、アジアのリハ工学関連組織の連携団体であるCREATe Asia（アジアリハ

工学連携会議）にも委員を派遣し、アジアのリハ工学の発展にも協力していきたいと考えています。 

COVID-19 に対応した「新しい生活様式」に即した形での、次年度以降の協会事業の在り方について、

検討を進めていきたいと考えています。その第一歩として、Web会議システムを導入し、理事会・各種委

員会・支部／SIG代表者会議などの開催を容易にするとともに、経費削減を図ってまいります。 

「With コロナ」「Post コロナ」の時代の「新しい生活様式」が提唱されています。COVID-19 拡大の影

響を受け、協会の主要事業の中止、延期、規模の縮小などを余儀なくされる中、当協会も「当事者の皆さ

んの新しい生活様式」のためのリハ工学・支援技術を考え、「新しい事業形態」を整えていく良い機会と

捉えて、進めていきたいと思います。引き続き会員の皆様のご理解とご協力をお願いする次第です。 

 

会長 桂 律也 

 

１．事業 

１－１．リハ工学カンファレンス関連（カンファレンス担当理事） 

１）第35回リハ工学カンファレンス準備 

  第35回リハ工学カンファレンスin北九州の開催準備を行う。 

  ・会期：2021年9月24日（金）～26日（日） 

  ・会場：AIMビル（アジア太平洋インポートマート）3階（福岡県北九州市） 

  ・大会テーマ：ライフスタイルの新陳代謝―多様性と持続可能性を意識して― 

  ・大会長：繁成剛氏 （長野大学／一般社団法人日本リハビリテーション工学協会顧問） 

  ・実行委員長：中村詩子氏（北九州市立総合療育センター） 
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２）第36回リハ工学カンファレンス準備 

第36回リハ工学カンファレンスの開催準備を行う。 

３）カンファレンスの在り方検討 

  ・COVID-19 感染防止対策のためだけでなく、移動・参加が困難な会員も参加できるように参加・発

表方法の見直しやオンライン参加を検討していく 

・参加者同士の質疑、議論、交流やディスカッションが安全で円滑、そして活発に行えるように検討

を進める 

 

１－２．福祉機器コンテスト関連（コンテスト担当理事） 

１）福祉機器コンテスト2019 

・広報（予定）： バリアフリー2021（大阪）4月 

 福祉機器コンテストの紹介および2019受賞作品のパネル展示やビラの配布等 

２）福祉機器コンテスト2020（※中止） 

・中止に伴う調整等 

３）福祉機器コンテスト2021 

・後援・協賛の依頼 

  ・コンテスト事務局の設置（期間2021年3月1日～2022年2月28日） 

  ・選考委員会の設置 

  ・募集対象：機器開発部門、学生部門 

  ・広報開始、応募要綱配布：4月中旬  

  ・募集期間：機器開発部門 5月～6月、学生部門 5月～7月 

  ・広報 （予定）： H.C.R.2021（東京）展示会 9月 

   バリアフリー2022（大阪）展示会 4月 

   ウェルフェア2022（名古屋）展示会 5月 

４）コンテスト発展のための取り組み 

 ・コンテストの企画内容及び運営方法を見直しする 

 

１－３．協会誌関連（協会誌担当理事） 

１）協会誌編集 

・年4回、協会誌の発行に合わせて会場の確保を行い、編集委員会を開催する 

・年2回を目標として、Web編集委員会を開催し、経費削減をはかる 

・随時、インターネット上にて編集作業の進捗状況について情報交換を行う 

２）協会誌発行 

以下の協会誌を発行予定 

・Vol.35 No.3 2020年8月 特集「なし（延期）」 

・Vol.35 No.4 2020年11月 特集「障害と働き方(仮）」 

・Vol.36 No.1 2021年2月 特集「新しいリハビリテーション領域と機器(治療機器・福祉用具)（仮）」 

・Vol.36 No.2 2021年5月 特集未定 

３）投稿論文（査読依頼） 

・協会誌投稿規定検討委員会は、投稿規定・編集委員会内規にかかる2019年度審議経過より2020年

度における継続要否を検討する 
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・近年の投稿論文傾向と各SIGを通じて査読依頼をするという査読内規が実情を反映していないこと、

ならびに査読依頼の効率化と公正性を担保するため、査読委員会を独立設置する 

４）協会誌の段階的電子化 

・協会誌電子化登載作業のうち、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が運営する電子ジャー

ナル公開プラットフォームであるJ-STAGEへのWeb上での登録作業を印刷元等へ委託する 

・特集・連載等は認証制、論文等投稿記事はオープンアクセス化し、共に最新号より登載する 

・報告記事は最新号より協会HP上にて公開する 

 

１－４．分科会・支部（分科会（支部・専門委員会）担当理事） 

１）支部への活動支援 

全国6支部が整備され、会員はいずれかの地域の支部に所属し、各地域でのリハ工学に関わる人的

ネットワークを構築することができるようになった。そこで、協会誌やHPで全支部からの情報を掲

載し、会員への周知を図っているが、支部ごとで活動状況に差があるので、さらなる支部活動への支

援を積極的に行う。また継続的な活動が行えるよう、活動経費として支部活動金の円滑な配分を行い

たい。2020 年度は Web 会議システムなどを活用し、各支部活動の活性化のための情報発信の簡便化

や効率化などについて検討していく。 

２）災害対策委員会の運営と大規模災害時の協会の対応 

・2016年度に設置した「災害対策委員会」は2期4年が経過した。2020年度から3期目の期間延長

を行い委員会の活動を継続して行うとともに、事業委員会（常設化）に向けて検討を行う 

・JRAT 加盟団体との協力体制構築や被災地調査の実施、発災時を想定した当協会の被災地の支援体

制の構築を検討していく 

・災害対策委員会の実施する、被災地支援並びに災害対応等の活動資金については、企業から災害対

策活動協賛金を募ることも検討する 

・2020年度の主な活動は以下の通り 

・災害対策リハ工学セミナー等の企画・検討 

・これまでとこれからの大規模災害への対応 

・JRAT活動への参加と連携の仕方についての検討 

・障害を持つ人の防災マニュアル（仮称）の作成準備 

・一般社団法人日本車椅子シーティング協会（JAWS）、一般社団法人日本福祉用具生活支援用具

協会（JASPA)、一般社団法人日本福祉用具評価センター（JASPEC）などの連携の窓口 

・その他、災害対策委員会が独自に必要と認めたこと 

３）2020年度活動計画（期間：2020年7月～2021年6月） 

  ・各支部の活動計画（案）を別紙に示す 

 

１－５．分科会・SIG（分科会（SIG）担当理事） 

１）SIG活動支援 

・現在設立されている10 SIGは、それぞれ主体的に活動内容を企画・実施しつつ、時に複数SIG間

で協同の事業を行っている。主な関心領域やメンバーの専門領域、そして企画の進め方も異なる多

様性に富んだ 10 グループの活動組織は、当法人が企画する事業を実現化する際に大変頼りになる

パートナーである。これまでも当法人が企画・参画・運営する事業（講習会やコンテスト、協会誌

の査読、リハ工学カンファレンスなど）実施に際して法人内SIG・協力SIGと協働しており、2020
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年度以降も同様に協働しながら当法人の活動を活性化していきたい 

・SIGの活動を支援するために2018年度より協会誌やHPへの情報掲載の運用について整理を行った。

情報発信は重要であるとの認識から、今後も各SIGと情報交換しながら情報発信を進めていく 

・現在、法人外SIG（協力SIG）とは2016年度に基本協力関係の覚書を締結し、協力関係を明確にし

たが、各法人外SIGの活動が拡大する中で対外的に協会との関係性を整理する必要が出てきている。

そこで2019年度のSIG代表者会議を受けて、全10 SIGが法人内SIGとなるように各種条件の整理

を行い、2021年度から法人外SIGの法人内SIGへの移行を順次進めていく為に定期的なWeb会議に

よるSIG代表者会議を行う 

 

2020年度活動計画 期間：2020年7月～2021年6月 ※SIG会員数（協会員数）は2020年6月1日現在 

SIG 姿勢保持 http://www.resja.or.jp/posi-sig/ 会員数：138名（34名） 
代表者：繁成剛(長野大学)      事務局長：児玉真一(横浜市総合リハビリテーションセンター)  
・講習会：COVID-19感染拡大防止対策として次年度に延期決定 会場：山西福祉記念会館（予定） 
・役員会の開催：開催予定 日程：2020年12月末 オンライン会議（予定） 
・書籍（小児から高齢者までの姿勢保持・第２版）や資料集PDF版の販売     
・Webサイト運営、会員専用メーリングリストへの情報発信、リハ工学協会事業への協力   

車いすSIG https://www.resja.or.jp/wc-sig/ 会員数：96名（42名） 
代表者：沖川悦三(神奈川県総合リハビリテーションセンター)    事務局長：深野栄子 
・講習会開催：日時・場所 未定 （関東の予定） 
・講習会50回達成記念功労者講演会（仮称）：2021年 5月頃 場所は未定 
・Webサイト運営、テキスト発行、分科会(BOG)活動、大規模災害復興支援、協会事業への協力 他 

自助具SIG   会員数：9名（9名） 
代表者：岡田英志（ヒューマン）                事務局長：岡田英志（ヒューマン） 
・テクノエイド協会自助具データーベースへの協力（３D自助具製作情報など） 
・貸し出し用自助具箱の充実(ホームページでの貸出促進） 

乗り物SIG http://ameblo.jp/sunrisejp007/ 会員数：5名（5名） 
代表者：麩澤孝（有限会社セカンドステージ）       事務局長：片石 任(一般財団法人啓成会) 
・SIGブログの更新、充実、情報提供 
・分科会(BOG)活動、協会事業への協力 

SIG 褥そう防止装置 http://www.resja.or.jp/sig-pmps/ 会員数：20名（20名） 
代表者：新妻淳子(国立障害者リハビリテーションセンター研究所) 
事務局長：河合俊宏(埼玉県総合リハビリテーションセンター) 
・HPの更新 
・日本褥瘡学会との連携 

コミュニケーションSIG http://www.resja.or.jp/com-sig/ 会員数：67名（20名） 
代表者：渡辺崇史（日本福祉大学）   事務局長：上野忠浩(横浜市総合リハビリテーションセンター) 
・コミュニケーションSIG講習会（勉強会）開催（時期未定） 
・コミュニケーション支援団体との協力活動 

SIG 住まいづくり http://www.resja.or.jp/sumai-sig/ 会員数：107名（60名） 
代表者：橋本美芽（東京都立大学）  事務局長：鈴木基恵(横浜市総合リハビリテーションセンター)  
・協会事業への協力 
・Webサイトリニューアル検討 

特別支援教育SIG   会員数：5名（5名） 
代表者：松田靖史（川村義肢株式会社）            事務局長：高原光恵(鳴門教育大学) 
・リハ工学協会事業への協力 
・特別支援関連情報Q＆A集の作成・配布 

移乗機器SIG  http://www.reha.kobegakuin.ac.jp/~hp-reha/transfer/index.html 会員数：138名(23名） 
代表者：古田恒輔（神戸学院大学）       事務局長：青木久美子（宇部記念病院訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ） 
・協会事業へ協力 
・ニュース発行 
・役員会の開催 

義肢装具SIG http://www.resja.or.jp/po-sig/ 会員数：105名（28名） 
代表者：笹川友彦（熊本総合医療リハビリテーション学院)    事務局長：砂野義信 
・講習会開催：今年度は開催いたしません 
・Webサイト運営 
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１－６．企画推進事業（企画担当理事／事業統括理事） 

 協会の広報活動及び会員獲得に向けたPR 活動、公益活動のために以下の展示会出展および出展社セミ

ナー等の開催を行う。 

１）学会展示会、広報活動強化 

以下の展示会等へブース出展し、広報活動を実施する。その際には各地域の支部で運営するように

体制整備を併せて行っていく。 

・バリアフリー2021（2021年4月 於：インテックス大阪（大阪）） 

・その他各地域で行われている福祉機器展や関連学会についても、可能な範囲で出展を行い協会の広

報等を行う。各地域支部やSIG との協力を積極的に進めると同時に、可能な限りセミナー実施と

セットで行う 

２）セミナー開催 

各福祉機器展において出展機会を有効活用し、出展効果の向上とリハ工学に関する普及を促進する

目的で、積極的に出展社セミナー・ワークショップを開催していく。この企画・運営についても支部

を中心に実施できるよう体制整備を行う。 

・ バリアフリー2021での出展社ワークショップを企画・開催 

・その他の地域で開催される福祉機器展においても、支部・SIG等と協力してセミナーの開催を検討

する 

３）頸髄損傷者の自立生活と社会参加に関する実態調査2020の実施 

・前回の頸損解体新書2010の発行よりまもなく10年が経過する。その間、技術の進歩や環境、社会

情勢の変化があった。このことから、全国頸髄損傷者連絡会と共同により、頸髄損傷者の自立生

活と社会参加に関する実態調査を実施し、この10年間の変化を明らかにする 

・本調査の結果は、2020年度に福祉用具の普及や開発の参考となる資料をまとめ頸損解体新書2020

として発行する 

・本調査の結果は、中間及び最終の報告会を実施して広く周知する 

４）合同シンポジウムの開催 

・2020 年度については、開催地域は未定だが、単独事業での実施だけでなく、カンファレンスや支

部活動などの協会事業との連動や他団体も含めて検討する 

５）災害対策リハ工学セミナーの開催検討 

・2020年度については、開催地域は未定だが、COVID-19 拡大の状況を注視しながら開催方法、開催

の可否を含めて検討する 

６）新たな会員獲得及びリハ工学に関する知識や技術の普及促進 

現在の事業の見直しと共に、新たな企画推進事業の検討と実施を行う。 

・講習会、物販等の新たな企画推進事業の検討を行う 

・実現可能性の高いと思われる事業について、試行的に実施する 

対象者：専門職やリハ工学に興味のある方等 

開催候補地：未定 

７）情報保障の拡充                                                                     

障害者差別解消法の施行により、障害のある人に対する情報保障を実施する必要性がある。当協会

においても、主催セミナーやシンポジウム、支部事業、カンファレンス等において情報保障の実施が

求められており、そうした社会情勢に対応するための体制づくりを継続して行う。 
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１－７．国際関連事業（国際担当理事） 

１）国際関連団体との相互協定に基づく交流 

・アジアリハ工学連携会議 (CREATe Asia)、韓国リハビリテーション工学協会（RESKO）、台湾リハビ

リテーション工学協会（TREATS）等の主催する大会へのRESJA代表者の参加費負担 

・GAATOへの法人化登録料拠出金負担と年会費 

２）国際連携推進委員会の開催 

・「理事会のもとに、協会の国際連携等についてのアドバイスを行う国際連携推進委員会を設置し、

年に 2 回程度の開催を予定し、理事会の決定を補佐する」としていたが、AATPO（支援技術専門家

組織連合）の大枠も決まり、一方で今後の見通しが不透明なことから、年に1回程度とする 

 

２．総務 

２－１．規則・選挙（規則・選挙担当理事） 

１）2020年度代議員・役員候補者選挙 

2020年度代議員・役員候補者選挙を行う。 

２）規定の整備 

  各種規程を整備し、改定を必要に応じて行う。 

 

２－２. 財務（財務担当理事） 

１）法人会計の管理 

・2019年度決算報告（案）の作成 

・2020年度決算報告の準備 

・2021年度予算（案）の作成 

・四半期決算の実施 

２）分科会・支部の連結決算の準備 

・現状の把握 

・会計システムの構築 

 

２－３. 総会･理事会 

１）2020年度理事会の開催 

  ・年5回、定例の理事会を開催する 

  ・開催予定の場所は新横浜、時期は2020年7月、10月、12月、2021年3月、6月とする 

・COVID-19感染防止対策および経費削減のためWeb会議システムでの理事会開催を検討する 

２）2020年度定時社員総会の開催 

  ・2020年8月、関西地区において定時社員総会を開催する 

   日時：2020年8月30日（日） 13:30～14:30 

場所：谷岡学園 梅田サテライトオフィスCURIO-CITY 

（大阪市北区大深町4番20号 グランフロント大阪タワーA（南館）16階） 

 

２－４．広報・渉外 

１）協会リーフレット印刷 

・協会案内用リーフレット印刷 
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２）協会ホームページ用サーバー追加 

・協会ホームページにおいて、各支部・各SIGの情報開示のために、サーバーの追加を行う 

３）オンラインセミナー用サービスの利用 

・COVID-19感染予防のため、集客による講習会の実施が出来ない状況の中、Web会議システムによる

有償セミナーを企画し、実施するための環境を整える 

 

２－５．事務局（総務統括理事） 

１）事務局運営 

・法人としての事務局を運営し、法人会計の更なる整備を進める 

２）各事業における活動 

・展示会出展における広報活動 

 

３．後援・協賛事業 

 ・後援・協賛予定事業（主催団体と内容）は下記の通りである 

No.  団体名 開催日程 内容 

1 後援 公益社団法人日本理学療法士

協会 

2020年5月23日～24日 

→1年程度延期 

第55回日本理学療法学術研修大会

2020inおおいた 

2 後援 第2回福祉用具専門相談員研

究大会 

2020年6月16日 

→1年程度延期 

第2回福祉用具専門相談員研究大会 

3 後援 一般社団法人日本機械学会、

一般社団法人ライフサポート

学会、一般社団法人日本生活

支援工学会 

2020年9月2日～4日 

→1年程度延期 

LIFE2020 

4 協賛 特定非営利活動法人 ヒュー

マンインタフェース学会 

2020年9月2日～4日 

→中止 

ヒューマンインタフェースシンポジ

ウム2020 

5 後援 一般社団法人日本作業療法士

協会 

2020年9月25日～27日 第54回日本作業療法学会 

6 協賛 バイオメカニズム学会 2020年12月5日～6日 第41回バイオメカニズム学術講演会 

7 協賛 公益社団法人計測自動制御学

会 

2020年12月16日～18日 第21回SICEシステムインテグレーシ

ョン部門講演会 

（オンライン開催） 
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【別紙】 

◆支部の2020年度活動計画◆ 

 

◇東日本支部 

１．概要 

今年度は、早期に組織の編成を行い、今後の活動計画の策定に努めたい。東日本支部は、広域であり、

会議・セミナー・勉強会などについては、Web会議システムなどを活用したいと考えている。東日本大震

災などの災害の経験を活かして、地域JRATと支部の協力体制を構築していきたい。 

 

◇関東・甲信越支部 

１．概要 

年間1回程度支部セミナーを主催するとともに、各種勉強会を開催する。さらに、関係諸活動の後援な

ど、リハビリテーション工学に関わる研究や知識・技術等の普及・啓発を図る。 

２．主要事業 

１）災害対策キャンプの企画・運営：2020年秋または2021年春予定 

場所：未定 

内容：災害時、避難先での寝泊まりを想定した機器の利用検証 

３．その他 

１）支部役員会の開催：未定 

２）支部運営方法に関する検討：・Dropbox Paper、・Facebook、・Chatwork 

４．2020年度支部役員体制 

代表：沖川悦三（神奈川県総合リハビリテーションセンター：継続） 

  幹事：水澤二郎、西村 顕、深野栄子、麸澤 孝、植田瑞昌、片石 任、河合俊宏、白鳥智子、鈴木

明子、岡野善記、石濱裕規、森田千晶 

事務局：神奈川リハビリテーション病院研究部内 村田知之 

 

◇中部支部 

１．概要 

年間2回程度支部セミナーを主催するとともに、各種勉強会を開催する。さらに、関係諸活動の後援な

ど、リハビリテーション工学に関わる研究や知識・技術等の普及・啓発を図る。 

２．主要事業 

１）支部セミナーの開催（年間２回程度） 

福祉用具開発メーカー、福祉用具の評価・普及に関する施設や研究期間(大学も含む)等の見学およ

び意見交換会の実施 

開催日：未定  ※開催時期や開催方法については、COVID-19対応への状況を見て検討する 

３．その他 

１）支部役員会の開催 

未定：随時検討する 

４．2020年度支部役員体制 

代表：渡辺崇史（日本福祉大学） 

  幹事：北野義明（石川県リハビリテーションセンター） 
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  事務局：日本福祉大学日本福祉テクノロジーセンター 

※事務局および幹事は随時追加・更新をする予定である 

 

◇関西支部 

１．概要 

年間1回程度支部セミナーを主催するとともに、各種勉強会を開催する。全国頸髄損傷者連絡会と共同

で行っている実態調査の報告をまとめる。さらに、関係諸活動の後援など、リハビリテーション工学に関

わる研究や知識・技術等の普及・啓発を図るが、COVID-19 拡大の影響を注視しながら、オンラインセミ

ナーなど実施可能な方法を検討する。 

２．主要事業 

１）2020年度定時社員総会の開催支援 

当初の東京2020オリンピック・パラリンピック開催及びCOVID-19拡大の影響から、2020年度定時社

員総会を関西で行うことになった。今後も感染拡大の影響を注視しながら、総会開催の本部支援を行う。 

開催日：2020年8月30日（日） 

２）リハ工学協会のセミナー開催協力：2020年9月ごろ予定 

頸損実態調査2020から見えてくるもの（中間報告会）の開催 

場所：神戸とオンラインセミナーを併用する予定 

講師：調査関係者や頸髄損傷者（未定） 

協会事業が全国頸髄損傷者連絡会に協力して実施している頸損実態調査2020の報告会（中間報

告会）の開催協力を行う。 

３）リハ工学協会のセミナーの開催協力 

頸損実態調査2020から見えてくるもの（最終報告会）の開催 

開催日：2021年3月～5月ごろ予定 

場所：大阪、神戸、もしくはオンライン 

講師：調査関係者や頸髄損傷者（未定） 

リハ工学協会が全国頸髄損傷者連絡会に協力して実施している頸損実態調査2020の報告会（最終

報告会）開催協力を行う。 

４）バリアフリー2021運営および出展社セミナーの開催支援 

バリアフリー2021の協会ブース及び出展社セミナーの開催支援 

開催日：2021年4月22日（木）～24日（土） 

場所：インテックス大阪 

テーマ：頸損実態調査2020報告会（予定） 

３．他学会等の事業への後援・協賛・協力 

今のところ予定なし 

４．その他 

１）支部役員会の開催 

日時：未定  

場所：大阪、神戸、およびWeb会議も検討 

内容：2020年度の事業報告・決算報告、2021年度の事業計画案・収支予算案について 

支部セミナー等の企画検討など 

５．2020年度支部役員体制 
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代表：相良二朗（神戸芸術工科大学：継続） 

  幹事：赤澤康史、川村 慶、金井謙介、剣持 悟、島本 卓、杉本昌子、中村俊哉、松田靖史、宮野

秀樹 

  事務局：糟谷佐紀（神戸学院大学） 

 

◇中国・四国支部 

１．概要 

支部圏域が広く、ミーティングを持つことそのものが厳しく、LINE などを用いて種々、事業の打ち合

わせを図ってきた。 

4月に合同シンポジウムを実施したことで、そのテーマを中四国で普及をしていきたいと主要事業とした。 

２．主要事業 

中国(岡山を検討中)において、「障害当事者が変える人手不足の介護現場」をテーマとしたシンポジウ

ムを実施検討中。いずれにおいても、いろいろなイベントなどとコラボさせてもらいそこで発信すること

で費用もかからない方法で実施を検討中。 

※開催場所や日時は、COVID-19拡大に伴う社会の状況を見て検討する予定 

※バリアフリー大阪と高知ふくし機器展で、シンポジウムを実施予定であったが、いずれも展示会その

ものが中止となった 

３．その他 

支部役員会は、現状通り、LINEで実施。オンラインミーティングも検討。 

４．2020年度支部役員体制 

代表：下元佳子(一般社団法人ナチュラルハートフルケアネットワーク) 

幹事：鈴木太(リハ工学協会理事 愛媛頚髄損傷者連絡会)、谷口公友(広島国際大学) 

事務局：一般社団法人ナチュラルハートフルケアネットワーク 

 

◇九州支部 

１．概要 

年間1回程度支部交流会（オフラインミーティング）を主催し、リハビリテーション工学及び福祉用具

に関わる研究や知識・技術等の普及・啓発を図る。 

２．主要事業 

１）支部交流会の開催（年間1回程度） 

九州支部オフラインミーティング 

  開催日：2020年11月19日 10：00～17:00（予定） 

  場 所：西日本総合展示場 新館 （北九州市小倉北区浅野3-8-1） 

※第22 回西日本国際福祉機器展において、展示ブースを巡りながら出展社および来場者（リハ工学

協会会員も含む）とディスカッションする 

３．その他 

１）支部役員会の開催 

役員会は適宜、メーリングリストやWeb会議システムを活用し、電磁的に行う。 

４．2020年度支部役員体制 

代 表：小林博光（総合せき損センター：継続） 

  スタッフ：岩崎満男、江原喜人、中村詩子、山形茂生 
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【資料５】 

第４号議案 2020収支予算計画（案） 
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【資料６】 

第５号議案代議員選出規則の改定（案） 

 

代議員選挙並びに役員候補者選挙において「電子投票システム」の導入を予定している。システムの導

入により、選挙管理委員会の業務量の軽減、選挙運営予算の削減、選挙集計結果・会員情報管理等におけ

る信頼性の向上など、多くの改善が期待できる。 

 ついては、定款第24条第1項（8）号に基づき、ご承認の決議をお願いしたい。 

 

 

 

【参考】  定款第24条   社員総会は、次の事項を議決する。 

      （略） 

(８) 代議員選出規則の変更 

新 旧 

（被選挙者の公示） 

第14条 選挙管理委員会は、被選挙者の資格審査を行

い、選挙地区ごとに名簿を作成し、投票期間の初

日の30日前までにこれを公示する。 

（被選挙者の公示） 

第14条  選挙管理委員会は、被選挙者の資格審査

を行い、選挙地区ごとに名簿を作成し、投票期間

の初日の30日前までにこれを公示する。 

２   1項で公示した選挙権を有する会員に対し、

被選挙者名簿に投票用紙を添えて送付する。 

（投票方法） 

第15条  前条で公示した選挙権を有する会員に対し、

被選挙者名簿に投票用紙を添えて送付する。 

2  前項に拘わらず理事会が必要と認めた場合は、電

磁的方法により投票を行うことができる。 

3  投票は、指定された記載方式に従い、候補者5名

までを投票とする。 

4  第 2 項の規定により電磁的方法による投票を行

う場合は、選挙管理委員会が具体的方法を定める。  

5  選挙管理委員会は、投票期間中に郵送された投票

用紙または電磁的記録を受理し、開票日まで厳重に

保管管理しなければならない。 

（投票方法） 

第15条   投票は、指定された記載方式に従い、候補

者5名までを投票とする。 

2   選挙管理委員会は、投票期間中に郵送された

投票用紙を受理し、開票日まで厳重に保管管理し

なければならない。 

 

 

（略） （略） 

（当選者への通知) 

第18条 選挙管理委員会は、選挙の結果を前条の手続 

きが終了後、７日以内に公示し、当選者に代議 

員承諾書と代議員辞退書を郵送または電磁的方 

法で送付する。 

（当選者への通知) 

第18条  選挙管理委員会は、選挙の結果を前条の

手続きが終了後、７日以内に公示し、当選者に代

議員承諾書と代議員辞退書を郵送する。 


